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公 園 拡 張 をきっかけとしたみんなで進める公 園 づくり

3/30に実施予定の「一部開園イベント」を機に順次開園区
域を広げていく玉川野毛町公園拡張予定地。これまで、「と
もにつくる、ともにあゆむ公園づくり」として区民と事業
者、区が協働で進めてきた公園づくりは、新時代の公園の
あり方実現に向けて一つの山場を迎えようとしています。
あらためて、玉川野毛町公園が目指す新時代の公園のコン
セプトとはどういったものなのか？今号のパークらぼ通信
で迫ります。

新時代の公園のコンセプトとは？

住民協働で進めてきた、「公園づくり」
「仕組みづくり」「組織づくり」

玉川野毛町パークらぼの取り組み（令和3（2021）年9月～）
では、ワークショップ実施日数99日（アクティブDAY、デ
ザインDAYの合計）、延べ参加人数13,913人（実績は共に令
和 6（2024）年3月15日 時 点）。多 く の 人 々 が 関 わ り、公 園
のあり方を話し、対話を通して公園の目指すべき姿をまと
めてきました。

第 7 号
令和 6 年3 月発行

100 年 後 も 地 域 に 愛 さ れ る 公 園 を 目 ざ し、
古墳をランドマークにし、活発に活動でき
る既存の公園をいかしつつ、官舎跡地の大
きな樹木や貴重な草地を尊重した公園とす
ることになりました。地域とのつながりを
もち、暮らしの舞台としてどう使うか、つ
くり込みすぎず人との関わりによって少し
ずつ公園をはぐくみ、社会の時勢に合わせ
て日々試行錯誤しながら区民と事業者、区
が協力する公園を目指しています。

パークらぼメンバーの登録者 数は
318 名になりました !

目指すべき姿：いつもいつまでも、
100 年後も地域に愛される

「暮らしの舞台」としての公園

アクティブDAY
やってみる

デザインDAY
しくみを考える

オープンパーク
広く区民と検証
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討
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特集：一部開園！

どんな公園にしていく？
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コンセプトブック編集会議に参加したのは、公園の運営を従来のよう
に行政任せではなく区民が主体的参画を目ざす「玉川野毛町パークら
ぼ推進準備会」に参加した公園の近隣の方々です。
区民とのワークショップでの意見交換やアンケート等を踏まえて世田
谷区が策定した「玉川野毛町公園 拡張事業基本計画」や「玉川野毛町
公園 拡張事業基本設計」の内容をベースに、公園の運営、取り組みは
どのようなものであるべきかということを軸に議論を重ねてきました。

コンセプトブック編集会議

コンセプトブックは、玉川野毛町公園の住民協働の取り組み「玉川野毛町パー
クらぼ」とはどんな取り組みなのか？ということを住民と行政が共に考え、ま
とめられたものです。区民がどのような公園を望んでいるのか、区民と区役所
はどのように協働して、どのような公園を目指すのか？区民はどのように関わ
るのか？たくさんの議論を重ね、令和 5（2023）年 6月から始まったコンセプト
ブック編集会議から回を重ね、令和 6（2024）年3月10日に完成しました。

コンセプトブックは
住民協働の取り組みの方向性を示すもの

第5回 コンセプトブック編集会議

玉川野毛町パークらぼを伝える-
コンセプトブックを考える

コンセプトブック編集会議に
参加してない方も含めて、

中間報告と意見交換をしました

住民協働の公園運営で区民が
心がけることを共有しました

第3回 コンセプト
ブック編集会議

理想を実現するための
住民協働のアクションを

共有しました

組織の立ち上げ/総会

コンセプトブック最終案の
内容を確認・共有しました

第4回 コンセプトブック
編集会議

住民協働の公園運営の
区と区民の役割を

共有しました

コンセプトブック
編集の道のり 

第1回 コンセプトブック編集会議
公園運営の住民協働の

イメージを共有しました

6/10(土) デザインDAY

第2回 コンセプトブック編集会議

こんな公園にしたいという
理想像を共有しました

6/10(土) デザインDAY

10/14(土) デザインDAY

12/9(土) デザインDAY

7/15 (土) デザインDAY

8/5(土) デザインDAY

9/9 (土) デザインDAY

3/10(日) 玉川野毛町パークらぼ
区民の会 設立総会
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公園利用者みんなで
検証・改善

区民と行政で
一緒に考える

区民発意で
やってみる

シン公共

今の公共

区の公園管理

新時代の公園のコンセプトとは？

玉川野毛町パークらぼ「区民の会」の発足

玉川野毛町パークらぼ推進準備会－規約策定ワーキンググループの取組み－

玉川野毛町パークらぼ区民の会は、玉川野毛町公園及びその周辺
地域において、世田谷の先人たちを育んだ豊かなみどりと歴史・
文化を区民の手で大切に育み、100年後も地域に愛される公園を目
指し、令和 6（2024）年3月10日に設立されました。区民ができる、
地域に根ざした実践的活動を推進し、世田谷区や事業者等との協
働により玉川野毛町公園等の運営に参画する新しい公園を、みん
なで一緒に試行錯誤しながら作っていくことを目的に活動してい
きます。

区民主体の組織設立に向けて、玉川野毛町パークらぼ推進準備会（以下
準備会）が令和4（2023）年 5月21日に設立されましたが、準備会では、
話合いを重ねていくうちに正式に組織化されてからの、①会の運営方法、
②組織体制のあり方、③パークらぼで区民が活動するにあたっての条件
等、次々と検討すべきテーマがあげられました。そこで準備会では、①
～③についてを検討する規約策定ワーキンググループを11月に立ち上
げ、計6回詳細に検討をしてきました。その検討結果を準備会で報告し、
さらに意見を反映しながらブラッシュアップし、無事に規約も完成。
正式に『玉川野毛町パークらぼ区民の会』設立の運びとなりました。

コンセプトブックは、左の二次元コード
（ウェブサイト）からダウンロードできます

玉川野毛町パークらぼの取り組みは「100年後もより良い公園
を目指して、社会の時勢に合わせ、日々試行錯誤しながら区
民と事業者、区で協働の公園運営にあたる」取り組みです。
これまで行政任せにしてきた公園の管理運営の一部を区民も
担うことで、今までにない公園を目指そうと始まった公園づ
くりの取り組みから一歩踏み込んで、いかに区民が関与する
かという視点でより具体的に取りまとめました。
コンセプトブックでは、こんな公園にしたい「理想の公園像
16」、「玉川野毛町パークらぼの住民協働の行動」、「区の役割、
区民の役割」、みんなにとって理想の公園であるために「心が
けること」がまとめられています。
住民協働で運営される公園は、「公共財であること」の理解の
もと、「区民による活動があること」、「互いの立場を理解する
こと」、参画するものは「対話による合意形成を目指すこと」、

「試行的な取り組みがあること」ということが書かれています。
コンセプトブック作りを通して参加者は、公園を暮らしの舞
台としてどう豊かに使うか、区民や事業者、世田谷区で試行
錯誤しながら公園を育んでいく取り組みにチャレンジするこ
とを改めて確認しました。

玉川 野毛町パークらぼの
検討サイクル

二次元コード
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地域の力を音楽に込め、「循環」を表現する試み
秋の夕暮れの拡張予定地。素敵な大人のジャズが、チーム循環
のとりもつご縁で、隣接する保育園の先生方とパークらぼメン
バーのカルテットで奏でられました。企画のスタートは、「地域
で知恵や特技も循環して、豊かな暮らしを楽しめたら良いな」
というチーム循環の話し合い。ヴァイオリン、キーボード、アル
トサックスは保育園の現役や退職なさった先生たち。遠方から、
この日のためにはるばると来てくださった元・先生も。そして
ヴォーカルは、我らがパークらぼのメンバー！ 当日は、樹木に
飾り付けたイルミネーションの光も美しく、お世話になった先
生方に会いに来た親子連れもたくさんご参加くださり、と公園
が地域の施設と連携しての取り組みとなりました。

子どもたちにとってのあそびとは？
これまでキッズパークチームは、様々な遊びにチャレンジして
きました。昔ながらのベーゴマやシャボン玉遊び、防災の視点
で公園を見て回る為の宝探しゲーム、四季を感じながら公園を
散策するネイチャービンゴなど。色々な遊びを試していく中で
見えてきたことは、子ども達は大人が準備した遊びだけではな
く、自らが自然の中で見つけた遊びを楽しんでいるという事で
す。丘を見つけるとそこから滑り降りる地形遊び、枯れ枝を拾っ
て作る秘密基地遊び、虫を採って遊ぶなどです。この公園なら
ではの遊びを体験してもらいたいです。

公園のみどりの源を深堀り！ー学びの会の実践 ー
生きもの調査チームは、拡張予定地内で自然観察を毎月行ってい
ます。活動の中で拡張予定地の生きものたちのつながりに関心が
芽生え、公園の管理にも活かせる学びの場になるのでは？と、11
月のオープンパークで「知りたい！土の中の生きものから見る自
然」という学びの会を実施しました。専門家とともに拡張予定地
内の土壌動物を観察し、森の成長と土壌環境の関わりについて学
びました。参加者の皆さんが目を輝かせて顕微鏡を覗く姿がとて
も印象的でした。今後も公園のみどりについて深く学ぶ場を企画・
実践し、公園づくりにいかしていきたいです。

アクティブ DAY
やってみる

デザイン DAY
しくみを考える

オープンパーク
広く区民と検証

検
討
の

サ
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ク
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玉 川 野 毛 町 公 園 パ ー ク ら ぼ の 取 り 組 み の 特 徴 は、区 民 発 意 で
やってみて、区民と行政で一緒に考え、公園利用者みんなで検
証・改善するという「玉川野毛町パークらぼの検討サイクル」
をぐるぐる回して、話し合いと実験を繰り返しながら、気づい
たことを次に繋げていくことです。今回も数ある取り組みの中
からピックアップしご紹介します。

経験的学習がもたらしたパークらぼの進化
やってみて〇〇がわかった
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玉川野毛町公園拡張事業
の公園設計を担当

Ｅ－ＤＥＳＩＧＮ
石原康宏

古墳をランドマークに据えた公園計画

設計意図が宿る
ディテールを見る

一部開園直前！ 工事が進み一部開園を控えた玉川野毛町公園拡張予定地。
設計された E-DESIGN の担当者の方に設計意図を
解説していただきました。

公
園
の
カ
タ
チ

第二回 

拡張予定地の草地の広場に立つと、かつては見通しが効かなかった場所の先に、野毛大塚古墳が大きく存在感を示
しています。おおらかなマウンド地形の造成や広がりのある原っぱ空間の配置、回遊性を高める園路計画によって、
いろんな場所から古墳を感じられる公園計画とし、工事を進めています。
豊かなみどりと歴史文化を繋いできたこの地域の新しい未来が見えてきます。  

おおらかなマウンド（築山）など
地形が作り出す変化に富んだ場所
拡張予定地の設計ではあえて高低差を整備しています。子ども達が登ったり遊んだり
することはもちろん、マウンドがあることで歩いていく先が全て見通せるのではなく、
見え隠れなど回遊時の風景の変化（シークエンス）を楽しむことができる工夫をしてい
ます。

これまで公開されてきた設計資料の意図が、現地に来
るとよく理解できます。ぜひ公園に足を運んでいただ
き、皆さんの目でディテールを確認されてはいかがで
しょうか？

既存の自然環境をいかした空間から人為的な構造物へのグラデーション
自然環境に配慮し厳選された素材を用いて公園が形づくられている拡張予定地。園路には
環境に配慮した透水コンクリートが使用され、柔らかな曲線が自然になじんだ景観をつくっ
ています。一方人が滞留するスペースなどにはコンクリート平板舗装が用いられ、園路と
は違う居場所がつくられています。通常植栽地と舗装の間には縁石などの見切り材が用い
られますが、今回の設計では見切り材はできるだけ用いず、エッジが柔らかく自然になじみ、
みどりを近くに感じる設えとしました。
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区民の皆さまと取りまとめました基本設計を踏まえ、詳細な
工事等の検討をした結果、工事スケジュールの見直しを行い
ました。下記の図のとおり整備を進める予定としています。

公園の開園スケジュール 

現状の工事の進捗は、完成予想パースと比べて
どのような状況でしょうか？工事の進捗状況 

園路から草地の広場越しに古墳を見る。園路

の舗装は透水コンクリートとし、ユニバーサ

ルデザインと環境への配慮を行っている。

草地の広場から既開園区域の方向を見る。

ランドマークとなる野毛大塚古墳を近くに感

じられる原っぱ空間となっている。

完
成
予
想
パ
ー
ス

工
事
中
の
様
子

完
成
予
想
パ
ー
ス

工
事
中
の
様
子
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世田谷区の発行するてくてくブッ
クや渓谷・古墳紹介のパンフレッ
ト等を活用し、等々力渓谷、野毛
大塚古墳、国分寺崖線等について
の説明・解説を行いました。

10/1(日)、12(木)第26回アクティブDAY

野毛大塚古墳に
関する質問に答える

らぼメンバー

コンセプトブックの進捗確認、
パークらぼ運営におけるコンセプ
トブックの具体的な役割、コンセ
プトブック完成までのこれからの
流れを確認しました。

10/14(土) 第16回デザインDAY /
 第4回コンセプトブック編集会議

3/10(日)玉川野毛町パークらぼ
区民の会 設立総会

環境意識向上を目的として活動
している東京都市大学のISO委員
会の学生と今後の連携の可能性
について意見交換を行いました。

2/4(日)第30回アクティブDAY

スペシャルアクティブ DAY を開催
し、夕暮れ時の拡張予定地で様々
なプログラムを体験することで開
園後の公園の使い方のイメージを
共有しました。

10/14(土) スペシャルアクティブDAY

11 月のオープンパークに向けて、
五感を使って拡張予定地の自然を
楽しむ企画について話し合い「ネ
イチャービンゴ」を実際にやって
みました。

11/5(日) 9(木)
第27回アクティブDAY

10月編集会議を受けてのコンセプ
トブック更新の内容紹介、意見交
換、完成までのこれからの流れ、
活動状況と課題等を共有しました。

12/9(土)第17回デザインDAY /
第5回コンセプトブック編集会議 /
幹事会

公園や拠点施設設計の進捗報告、
パークらぼメンバーによる活動発
表や様々な企画を実施。今だから
こそできる重機の乗車体験や、工
事前最後の現在の風景を楽しみな
がら活動を行いました。

11/17(金)18(土)オープンパーク

開けた場所でリードにつなぎ、ヤ
ギのいる風景を楽しみながら、こ
れからできる公園での動物とのふ
れあいのあり方を考えました。

12/3(日) 12/14(木)
第28回アクティブDAY

昨年に引き続き、パークらぼ書
初め大会を開催しました。拡張
予定地や活動への想いを、墨に
込めて思い思いに書きました。

1/7(日) 第29回アクティブDAY

「柔軟な使い方のできる家具・備
品 の あ り 方 を 考 え る」と し て、
具体的な機能にあわせてみんな
が柔軟に使える什器（家具・道具）
や備品のあり方などについて意
見交換しました。

昨年 5 月 21 日のキックオフ・ミー
ティングで立ち上がったパーク
らぼ推進準備会。8 ヶ月の時間を
かけて、コンセプトブックを作
り、規約をまとめ、いよいよパー
クらぼ区民の会として設立総会
を行い、新たな歩みを始めます。

2/10(日) 第18回デザインDAY

活動履歴

それぞれの想いを
半紙に

近隣の学生との交流も

建築・ランドスケープ
デザインの説明を聞き

意見交換

どんぐりプロジェクトがフキノト
ウ摘み体験のトライアル。たくさ
ん育ったフキノトウを独り占めせ
ず、みなで分かち合うこともパー
クらぼ活動で大切にすることの一
つです。

3/3(日)第31回アクティブDAY

パークらぼ区民の会
を設立

フキノトウ摘み体験

メンバーの皆さんと
一緒にコンセプト

ブック作り

夕暮れの公園でらぼ
メンバーが素敵な

音楽をお届け

子どもたちが作った
「ネイチャービンゴ」

工事で働く
車の乗車体験

中目黑どろんこ保育園
のヤギ「ミルクちゃん」

幹事会メンバーの
話し合い
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草地・舗装整備の様子

ホームページ インスタグラム

草地の広場とその周辺を回遊する園路やベンチなど、整備前の拡張予定地とあわせてお楽しみいただけます。
令和6年11月より第2期整備工事を行うため、10月末までの開放予定としています。※出入り自由

毎週日曜日、毎月第�第�木曜日

※開催詳細はホームページをご覧ください。

拡張予定地開放日

パークらぼでは、常時メールマガジンでの情報を希望者にお届けし
ています。配信をご希望の方は、玉川野毛町パークらぼ事務局まで
ご一報ください。

パークらぼメンバー募集

場所：拡張予定地

nogemachi_parklab
www.nogemachi-parklab.com

パークらぼメンバーへの
参加は、右の二次元コード
よりお申し込みください。

参加申し込み

二次元コード

【玉川野毛町公園拡張事業に関する問合せ】
世田谷区みどり 33 推進担当部公園緑地課 建設担当 　電話：03-6432-7910

発行者 : 玉川野毛町公園パートナーズ 　（株）E-DESIGN ／ 特定非営利活動法人ツナグバヅクリ／ （株）遠藤克彦建築研究所
担当 : 玉川野毛町パークらぼ 事務局（鎌田、小口）

今後の予定

��:��～��:��（予定）

��:��～��:��

パークらぼ立上げ時のワークショップで皆で考えた 7つのテーマにそって生まれた、様々なプロジェクトが
活動を積み重ねています。どなたでも、いつからでもご参加いただけるアクティブDAY。興味のあるプロ
ジェクトへの参加はもちろん、新たなプロジェクトを立ち上げることもできます!!

現在、拠点施設の什器（ 家具・道具）や備品の検討を進めています。2/10 に実施したデザイン DAY では、
公園の利用や活動を支え、柔軟な使い方できる什器や備品についてみんなでアイデアを出し合いました。
6/8（土）のデザイン DAY では、皆様から頂いたアイデアをもとに設計者の方で具体化した什器や備品について
の共有を行います。ぜひご参加ください。

毎月第�日曜日と第�木曜日アクティブ DAY

第19 回デザインDAY 6/8（土） 什器・備品デザインの共有

場所：拡張予定地

場所：二子玉川分庁舎

【玉川野毛町パークらぼに関する問合せ】
玉川野毛町公園拡張事業 協働の公園づくり 玉川野毛町パークらぼ事務局
メール : parklab@nogemachi-parklab.com　電話：070-3165-7750

（平日 10:00～16:00）　

どなたでも参加できます 参加費
無料

すべて

拡張予定地の暫定開園について 玉川野毛町公園の位置

令和5年10 月より第 1 期拡張工事を実施し、令和 6 年 3 月に一部
暫定開園をします（左図オレンジ色　 ）。
また、草地広場（左図みどり色　  ）は張芝や種子散布を行い、
育成のため一定期間の養生を実施したのち、生育状況に応じて
一部開園を予定しております。
引き続き、令和6 年11 月頃から第 2 期工事を進め、令和 7 年
度末に全体の完成を目指します。
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保育園

出入口

出入口

出入口

出入口
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拡張予定地
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出入口：予定地開放やイベント時の出入口


